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で,g ≡ l- しβである｡
パワースペクトルは,(1)のフーリエ変換
Cく)
S(a)≡c o+2t!1Ctco s (QH),
- IdxA^(I)U(a')B^(I)P*(I)+C.C.
によって与えられる.ここで, U(a))は
U(a))≡
1-exp(-iaJ)M (a)) 2,
0く)
M(W)≡s.Msexpト iws)
(6)
である｡したがって,P*(I)とM(a')が具体的に求まれば2,2次元ポアンカレー写像の
パワースペクトルと時間相関関数が計算できることになる｡
M(a')は,一次元写像 xt.1-i(xt)のFP演算子Luを拡張した統計物理的発展演算子で
ある｡実際,(4)をbの巾級数に展開すれば, S次の記憶演算子Msは0(bs)であり,Moの
o次の項はLUとなる｡xのattracting領域Bにおける直交関数系Wz(I)を使って
<
B(I)P*(I)-∑ZblFz(I)
と展開すれば,S(a,)-∑2Si(a'),
S;(a')=Bl〔1
<M (a))>J≡
-e~iQ'<M (Q,)>l一書〕+C･C･,
<
/dxA(I)M(a,)gz(I)
JdxA(I)gl(I)
(9)
(1α
と近似できよう｡Wl(I)は,LUの定義域Boでは,LUの固有関数になるものとする｡ b-0
のとき,<M (a)>lはLUの固有値 レlに一致し,Sz(a,)は一次元写像のパワースペクトル
と一致する｡
p*(I)と<M (a')>∠の計算法をLozi写像について確立し,H占non写像と散逸標準写像
のパワースペクトルを求め, 2次元性の特徴や臨界現象の1次元性を解明したい｡
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